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１.善行表彰
功　績　内　容氏　　名

ふるさとづくり寄附金として、100万円を寄附された安　藤　榮　継

一般寄附金として、200万円を寄附された能登谷　英　子

（敬称略）

２.叙勲等顕彰
《 消防庁長官表彰 》

功　績　内　容氏　　名

多年にわたり消防団員として町民の生活の安定に寄与

された功績により永年勤続功労章を受章
佐々木　　　宏

《 北海道社会貢献賞 》

（敬称略）

（敬称略）

４
人
と
１
団
体
に 

町
政
功
労
者
等
を
表
彰

功
績
に
感
謝
し
て

左から）安藤氏、佐々木氏、渋田町長、南館町第一納税貯蓄組合伊勢谷氏、笹谷氏（能登谷氏は都合がつかず欠席左から）安藤氏、佐々木氏、渋田町長、南館町第一納税貯蓄組合伊勢谷氏、笹谷氏（能登谷氏は都合がつかず欠席））

行政情報

功　績　内　容氏　　名

昭和39年の設立以来、多年にわたり納税思想の普及啓発
と自主納税の推進に尽力された功績により受賞

ೆ ؗ 町 ୈ 一 
納税ஷ஝૊߹ 

多年にわたり地方自治の振興発展に寄与された功績に
より受賞

笹　谷　勝　博

　
　

月
4
日　

、政
治
や
文
化
、地
域
活
動
な
ど
の
分
野
で
町
政
の
振
興
に

11

（金）

寄
与
さ
れ
た
人
や
団
体
を
表
彰
す
る『
平
成　

度
町
政
功
労
者
等
表
彰
式
』

28

が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
に
は
渋
田
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、町
や
議
会

関
係
者
な
ど　

人
が
功
績
を
称
え
ま
し
た
。
受
賞
者
と
功
績
内
容
は
左
記

64

の
と
お
り
で
す
。受
賞
者
の
皆
様
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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月
1
日　

、『
厚
沢
部
町

11

（火）

総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
建

設
工
事
安
全
祈
願
祭
』が
、町

長
や
施
工
業
者
、運
営
企
業

社
長
ら　

人
の
出
席
の
も
と

27

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、建
設
工
事
の
開

始
を
祝
う
と
と
も
に
工
事
中

の
無
事
故
・
無
災
害
を
祈
願
。

渋
田
町
長
は「
総
合
給
食
セ

ン
タ
ー
は
町
内
保
育
所
や
小

中
学
校
の
給
食
、高
齢
者
宅

へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、災
害
時
の
炊
き
出
し
機

能
も
備
え
る
。さ
ら
に
、地
元

雇
用
の
拡
充
な
ど
人
口
減
少

対
策
と
し
て
も
重
要
な
役
割

を
持
つ
施
設
。完
成
が
待
ち

遠
し
い
」と
給
食
セ
ン
タ
ー

へ
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

運
営
企
業
代
表
の
ハ
ー
ベ
ス

ト
㈱
脇
本
実
代
表
取
締
役
社

長
は「
こ
の
総
合
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、施
設
の
設
計
施
工

か
ら
運
営
維
持
管
理
ま
で
一

括
し
て
民
間
会
社
が
担
う
運

営
方
式
で
北
海
道
初
と
な

る
。学
校
給
食
・
保
育
所
給

食
・
高
齢
者
配
食
の
3
つ
を

1
か
所
で
実
施
す
る
こ
と
は

全
国
で
も
珍
し
い
。地
元
の

豊
か
な
食
材
を
利
用
し
安
心

安
全
で
美
味
し
い
給
食
を
提

供
し
、周
り
に
評
判
に
な
る

よ
う
優
れ
た
給
食
セ
ン
タ
ー

に
す
る
」と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

　

な
お
、給
食
セ
ン
タ
ー
は

平
成　

年
6
月
完
成
、8
月

29

稼
働
の
予
定
で
す
。

町総合給食センター整備建設工事始まる

鍬入れの儀（斎鍬鍬入れの儀（斎鍬））

切麻散米（きりぬささ切麻散米（きりぬささんん
まいまい））の儀の儀

つ
な
ぐ
こ
と
。
紡
ぐ
こ
と

　

医
療
の
主
体
は
医
療
の
受
け
手

側
に
あ
る
。
受
け
手
側
の
思
い
が

担
い
手
側
に
伝
わ
る
よ
う
対
話
を

重
視
し
つ
な
ぐ
こ
と
、察
し
て
行

動
し
、紡
（
つ
む
）ぐ
こ
と
が
大
切
。

厚
沢
部
は
保
健
師
ら
が
地
域
を
歩

き
医
療
の
受
け
手
側
と
寄
り
添
っ

て
お
り
大
変
素
晴
ら
し
い
町
。
地

域
包
括
ケ
ア
と
言
葉
で
い
う
の
は

簡
単
。
し
か
し
、実
践
す
る
こ
と
が

難
し
い
。「
あ
な
た
が
何
か
に
気
付

い
た
時
が
取
り
組
め
る
チ
ャ
ン

ス
」
と
捉
え
て
実
践
し
て
欲
し
い
。

講
師
に
村
松
静
子
氏
を
招
き

　

在
宅
介
護
研
究
セ
ン
タ
ー
Ｌ
Ｌ

Ｐ
組
合
員
代
表
の
村
松
氏
は
、こ

れ
ま
で
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン

タ
ー
Ｉ
Ｃ
Ｕ
初
代
看
護
師
長
を
務

め
、日
本
赤
十
字
看
護
大
学
の
設

立
に
尽
力
。そ
の
後
、日
赤
を
離
れ

て
独
立
。看
護
の
力
を
信
じ
て
在

宅
介
護
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
に

「
そ
の
時
代
に
合
っ
た
看
護
と
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
。看
護
の
基
本

と
は
何
か
」を
実
証
す
べ
く
今
な

お
活
動
中
。平
成　

年　

月
に
は

22

10

医
療
の
受
け
手
と
担
い
手
の
懸
け

橋
を
担
う
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ー

ス
の
認
定
協
会
を
設
立
。現
在
、　33

都
道
府
県　

名
が
所
属
す
る
な
ど

99

全
国
に
活
動
を
広
げ
て
い
る
。

　

村
松
氏
は
、お
勧
め
本『
ア
イ
・

ラ
ブ
・
グ
ラ
ン
パ
』、『
ア
イ
・
ラ
ブ
・

グ
ラ
ン
マ
』を
参
加
者
全
員
に
無

償
配
付
。図
書
館
に
も
寄
贈
し
た
。

真
の
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
へ

『

可

能

性

へ

の

挑

戦

！

』

　

町
が
打
ち
出
し
て
い
る
『
世
界

一
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
』が
地
域

住
民
の
実
感
と
し
て
あ
る
の
か
。

  
「
あ
な
た
は
あ
な
た
」「
わ
た
し
は

わ
た
し
」
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
紡
ぐ

手
助
け
を
実
践
し
て
い
け
ば
、
地

域
包
括
ケ
ア
と
い
う
領
域
に
と
ど

ま
ら
ず
、真
の
世
界
一
素
敵
な
過

疎
の
ま
ち
厚
沢
部
町
が
誕
生
す
る

の
で
は
な
い
か
。「
あ
な
た
の
頭

が
、
あ
な
た
の
手
が
未
来
を
拓
く
。

可
能
性
へ
の
挑
戦
」
と
激
励
し
た
。

　

参
加
者
は
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
、

「
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
今

一
度
考
え
涙
が
出
た
」「
出
来
な
い

で
は
な
く
出
来
る
こ
と
を
素
直
に

取
り
組
む
大
切
さ
を
実
感
」「
初
心

を
思
い
返
し
勇
気
を
も
ら
っ
た
」

な
ど
と
地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実
に

向
け
、
意
欲
を
高
め
て
い
た
。

行政情報

　
　

月　

日　

、厚
沢
部
町
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
推
進
事
業

11

19

（土）

『
地
域
包
括
ケ
ア
構
築
セ
ミ
ナ
ー
』が
、町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、医
療
、介
護
、福
祉
職
に
従
事
す
る　

名
が
参
加
。

50

「
厚
沢
部
町
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
て
」と
題
し
た
講
演
と
グ
ル
ー
プ
討
議
を
通
し
て
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
方
策
を
検
討
し
た
。

安心して暮らせ安心して暮らせるる
まちづくまちづくりり

素敵素敵なな過疎のま過疎のまちち
を目指しを目指してて ＜ 講 師 ＞

村 松  静 子  氏
せいこ

安
全
を
祈
願
し
て
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▼館追分民謡愛好会『木村正二氏』
　圧巻の声量！

▼元夕会 『若柳元夕氏』の華麗な演舞

▼大トリ『津軽三味線佐藤流絃彩会』

第54回「厚沢部町町民文化祭町民文化祭」」開催開催
芸
能
発
表

芸
能
発
表
会会

　11月３日（祝）、町民交流センター（あゆみ）多目

的ホールにおいて芸能発表会が開催され、18団体

約170名が出演し、日ごろの鍛錬の成果を堂々と

発表しました。

　今年の出演者には、鶉中学校やASB42、同級生な

ど初参加の学校や団体もあり、新しい息吹が歴史

ある芸能発表会に花を添えていました。

　芸能発表会は午後１時30分に開演後、吹奏楽や

ピアノ演奏、鹿子舞、太鼓、合唱、ダンス、日本舞

踊、カラオケ、江差追分や三味線など多種多様な

演目がスムーズに進行。約４時間30分の時間が瞬

く間に流れていきました。

　なお、自分も演じてみたい歌ってみたいなど、

興味を持たれた方は、文化協会事務局（教育委員

会社会教育係〔TEL64-3318〕）に問合せください。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
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翫
翫
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翫
翫
翫

▼

▼初参加の『鶉中太鼓“走楽（らん）”』
　　来年も参加し『鶉の本気』を見せて

▼

初参加の『ASB42』・・・来年は、ASB43 ?!

▼初参加の『同級生』息ぴったり！

▼『厚中吹奏楽部』感謝の思いを込めて
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第54第54回回「「厚沢部町町民文化祭厚沢部町 」開催
文
芸
作
品

文
芸
作
品
展展

　11月２日（水）・３日（祝）の２日間、総合体育館、

鶉地区多目的研修センター、館地域振興センター

において、各地区文芸作品展が開催されました。

　各会場には、保育所児や小学生、中学生から文

化協会加盟団体の会員や一般町民、幸齢者学級

生、デイケア利用者まで幅広い年齢層の作品が、

各地区趣向を凝らして展示されていました。

　また、体験コーナーやイベントも充実。総合体

育館では、書道体験や囲碁体験、茶道体験のほか、

アウトキャンパススタディで当町を訪れていた

奈良教育大学の科学実験（巨大シャボン玉など）。

図書館では、図書館まつりや古本市、北海道日本

ハムファイターズ読書応援企画コーナー「グラブ

を本にかえて」も開催され、多くの方が足を運び、

充実した時間を過ごしていました。

癌

贋

岩

雁
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翫
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▼

▼初参加の『奈良教育大学科学実験』
　　驚きの数々に瞳キラリ☆ｏ☆

▼

厚沢部会場）「素晴らしい盆栽だわ」

▼

厚沢部会場）『おはなしまつり』
   「お話ポケット会員募集中で～す」

▼

鶉
会
場
）鶉
な
ら
で
は
の
展
示
物

▼

鶉
会
場
）色
鮮
や
か
な
農
産
品
展

▼

館
会
場
）孫
の
成
長
を
感
じ
た
絵

▼

館
会
場
）鮮
や
か
な
鯉
が
出
迎
え
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干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

初めての・・・最後の・・・それぞれの発表の秋
　

平
成　

年
3
月
を
も
っ
て
閉
校
と
な
る
美
和
小
学
校
最
後
の
学
習
発
表
会
が
、

29

　

月　

日　

、同
校
体
育
館
で
開
催
。保
護
者
や
来
賓
、地
域
住
民
ら
約　

人
が
見

10

30

（日）

70

守
る
中
、児
童
4
人
と
教
員
3
人
ら
が
力
を
合
わ
せ
て
7
つ
の
演
目
を
行
い
、会
場

全
体
が
笑
顔
と
活
気
に
溢
れ
る
最
高
の
学
習
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

＜学習発表会を終えて＞
斉藤　瀨那くん（５年）「お客さんが多くてパワーをもらった。器楽を特に頑張った」
渋田　磨瑚さん（５年）「とっても緊張したけど、たくさんの人が来てくれて嬉しかった」
渋田　明意さん（２年）「みんなの前ですごく緊張した。劇が楽しかった」
村松ゆずはさん（１年）「初めての学習発表会で楽しかった。古代神の踊りを頑張った」

美
和
小
最
後
の
学
習
発
表
会

保育所お遊戯会
　11月19日（土）、館保育所お遊戯会が館地域振興セ

ンターで開催。会場いっぱいに集まった父母や親戚

らの声援を受けながら歌に踊りにと頑張りました。

　おわりの言葉では山田太陽くん、伊勢谷千夏ちゃ

ん、松橋咲綾ちゃんの３人が「最後のお遊戯会。とっ

ても楽しくできました」と元気に話してくれました。

　なお、11月12日（土）、厚沢部保育所お遊戯会が町民

交流センターで、11月26日（土）、鶉保育所お遊戯会が

鶉地区多目的研修センターで開催されました。

檜山管内合唱祭
　11月20日（日）、『檜山管内合唱祭』が町民交流セン

ターで開催。管内合唱サークル６団体・２小中学校、

約120人が参加し素敵なハーモニーを奏でました。

　この合唱祭は、檜山管内文化団体連絡協議会主管

により管内持ち回りで開催されているもので、当町

では、平成25年以来３年ぶりの開催となりました。

　今回は、鶉小学校（本谷弘之校長）児童14人が初め

て出演し元気いっぱいの歌声を披露。会場から溢れ

んばかりの拍手が送られていました。

鶉小学校の合唱『気球に乗ってどこまでも鶉小学校の合唱『気球に乗ってどこまでも』』

全体合唱『ふるさと全体合唱『ふるさと』』

保育所生保育所生活活最後のお遊戯『おぼろ月夜最後のお遊戯『おぼろ月夜』』

全員で歌『ね全員で歌『ね』』

器楽にＡＬＴ器楽にＡＬＴとと清水校長清水校長も協演も協演 舞踊『古代神舞踊『古代神』』よりより

劇『三枚のお札』よ劇『三枚のお札』よりり盛大な拍手の中、幕を閉じ盛大な拍手の中、幕を閉じるる
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厚沢部スイミング少年団
　

第　

回『
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文（
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連

50

合
会
・
国
税
庁
主
催
）』に
お
い
て
、厚
沢
部
中
学
校（
大
村
徳
則
校
長
）

1
年
生
の
伊
勢
谷
莉
子
さ
ん
が
江
差
税
務
署
長
賞
を
受
賞
し
、　

月
11

　

日　

、同
校
で
表
彰
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

17

（木）

　

伊
勢
谷
さ
ん
は「
税
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
」と
題
し
た
作
文
で
、

税
金
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
、高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
後
、「
私

は
今
ま
で『
税
は
生
活
に
不
必
要
な
も
の
』と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
機
会
を
通
し
て『
私
た
ち
は
税
に
支
え
ら
れ
生
活
を
し
て
い

る
』と
い
う
こ
と
が
知
れ
て
私
の
考
え
は
変
わ
り
ま
し
た
。大
事
な
こ

と
が
知
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、と
て
も

嬉
し
い
で
す
」と
受
賞
の
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

税
の
作
文 

江
差
税
務
署
長
賞

厚
中
1
年 

伊
勢
谷 
莉
子
さ
ん
受
賞

祝受賞！祝入賞！おめでとうございます

泳　法氏　名級

100m 個人メドレー高田　三禄(中１)２級

50m クロ―ル松原さくら(小６)３級

50m クロ―ル成澤亮太朗(小３)３級

50m クロ―ル木村健之助(小４)３級

50m クロ―ル木村進之助(小４)３級

50m クロ―ル陶山　凌久(小３)３級

25m クロ―ル柴田　　湊(小３)４級

日本水泳連盟泳力検定結果
　日本水泳連盟泳力検定試験が、９月１日（木）、厚沢

部地区町民プールで行われ、検定結果が11月１日に

公表されました。見事合格した方は次のとおりです。

厚 沢 部 柔 道 少 年 団

＜ 大 会 結 果 ＞
●第11回道南わんぱく柔道大会

〔11月６日（日）上磯中学校体育館〕

○小学校３・４年生女子・軽量級の部　

　　　  第２位　石　井　透　子（厚小４年）

　　　  第３位　柴　田　　　湊（厚小３年）

厚 沢 部 剣 道 少 年 団

＜ 大 会 結 果 ＞
●第39回少年剣道江差大会

　兼（公社）江差地方法人会杯少年剣道大会

〔10月10日（祝）江差中学校体育館〕

○小学校３・４年生男子の部　

　　　第３位　干　山　柊　也（厚小４年）

○藤井稔杯　　福　田　浩　史（厚中３年）

スポーツ少年団一覧

備考指導員競　技　名

太　田　稔　久野球

池　田　昭　壽剣道

鈴　木　悦　郎柔道

大　森　秀　行館バドミントン

古　谷　武　士鶉バドミントン

湯　田　皓　二バレーボール

笠　原　　　健陸上

山　本　正　明空手

山　崎　理　恵ヒップホップ

冬期休団中佐々木　英　明スイミング

　町少年団本部には下記10団体が加盟しています。

　活動に興味のある方は、少年団事務局（教育委員会

社会教育係〔TEL64-3318〕）に問い合わせください。
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　11月2日（水）から30日（水）までの毎週1回、
『男性のためのフィットネス教室』が町民交
流センターで開催され、20代から60代の男性
19人（延べ65人）が参加しました。
　参加者は、運動不足の解消と体力向上を目
指し、フィットネススタジオジョイ（函館市）
蛯沢亮太先生の指導の下、ボクササイズや
チューブトレーニングなど約1時間半、みっ
ちり体を動かしました。皆勤賞の青山真さん
（39）は、「きついけど楽しい。５回でも少ない
くらい」と充実した表情を見せていました。

沖縄民謡『ユイユイ』と『島人の宝』を披沖縄民謡『ユイユイ』と『島人の宝』を披露露

心リフレッシュ！体もシュッ？！心リフレッシュ！体もシュッ？！ 
男性のためのフィットネス教室開男性のためのフィットネス教室開催催

沖縄から学沖縄から学びび自ら考え大きく成自ら考え大きく成長長
創造の翼中学生研修派遣報告会開創造の翼中学生研修派遣報告会開催催

慶びの気持ちをいつまで慶びの気持ちをいつまでもも
町民記念の森『記念植樹』を実町民記念の森『記念植樹』を実施施

札幌での優勝パレードを見てから参加した熱狂的ファンもチラホ札幌での優勝パレードを見てから参加した熱狂的ファンもチラホララ

奇跡の大逆転！喜びを仲間と共奇跡の大逆転！喜びを仲間と共にに
北海道日本ハムファイターズ祝勝会開北海道日本ハムファイターズ祝勝会開催催

　11月５日（土）、町民記念の森『記念植樹』が
鶉ダムオートキャンプ場「ハチャムの森」で
実施。参加８組が各々の慶事を記念して、エ
ゾヤマザクラを心を込めて植樹しました。
　平成19年度から始まった記念植樹は、今回
で節目の10回目。
　参加した佐々木英明・祥子夫妻（上里）は、
「結婚50年の金婚式の記念に植樹しました。
これからもお互い健康に気を付け、毎年の春
を楽しみに過ごします」と、一足早く満開の
笑顔で話してくれました。

　11月20日(日)、北海道日本ハムファイター
ズ厚沢部後援会（佐藤準会長）は、日本一を祝
して祝勝会を企画。会員24名が町民交流セン
ターに集まり日本一の余韻を堪能しました。
　祝勝会では、当日の朝に札幌で開催された
優勝パレードやシーズン中の映像が流され、
ファイターズ話に花を咲かせていました。
　来シーズン皆さんも後援会員とともに応
援しませんか？後援会に興味のある方は厚
沢部後援会事務局（役場農林商工課内〔64-
3314〕安達）へ問い合わせください。

　11月３日（祝）、創造の翼『中学生研修派遣
報告会』が総合体育館で開催され、約70人の
前で、研修の成果を堂々と発表しました。
　今年の研修派遣には中学生23名が参加。８
月４日から３泊４日の日程で沖縄県を訪問
し、戦争体験談や沖縄の歴史、自然、文化を見
聞するなど、貴重な経験をしてきました。
　参加者の西山桃花さん（厚中３年）は「沖縄
での沢山の経験は大人になっても活かして
いく。未来へ悲惨な戦争の記憶を伝えていき
たい」と感想を述べました。

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのまち  あああああああああああっっっっっっっっっっっ さささささささささささぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

汗をみっちりかいた後、居酒屋に立ち寄った参加者もチラホ汗をみっちりかいた後、居酒屋に立ち寄った参加者もチラホララ

心配された天候も植樹の時だけ雨が止心配された天候も植樹の時だけ雨が止むむ
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町では、国民健康保険加入者を対象に個別健診（特定健診）を行っています。
健診や健康に関するご相談がありましたら・・・、保健福祉課健康増進係・保健師【☎64－3319】へ

並 川 麻 子

ごめんください
栄養師です

322

　皆さんは１年に１度、健診で身体の状態を把握していますか？

　検査数値の中でも、血糖値や中性脂肪など、特に食事内容に

よって影響を受けやすい検査数値があります。

　町で行っている健診結果からも、血糖値や中性脂肪などの項目

で基準値から外れている人が増えてきています。

　血液検査では、主に肝臓や腎臓の機能、糖や脂質の状態、そし

て、そこから栄養状態が良好なのか否かもわかります。

　肉料理が多い、野菜の摂取量が少ない、飲酒量が多いなどの食

生活を見直す指標にしてください。

検検検検検検検検検検査査査査査査査査査査検査値値値値値値値値値値値かかかかかかかかかかららららららららららわわわわわわわわわわかかかかかかかかかかからわかるるるるるるるるるるる食食食食食食食食食食習習習習習習習習習習慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣食習慣
「こんな食「こんな食事事がが身体身体にに影響大影響大！！」」

腎　機　能

こんなひと工夫を！こんな食事に注意！

○食事は20分以上を目安に。よく噛み満腹感を得る！

○丼ものや単品料理より、定食（主食、主菜、副菜、　

　汁物）を選んでバランス良い献立の選択を！

○汁物は１日１回までにし、具だくさんにすることで

　減塩に効果的！

○煮物の煮汁は、煮詰めずに残すことで塩分量の少な

　いおかずになります！

○味付きの主食（丼ものなど）・加工食品（ソーセージ

　や缶詰、魚卵など）、インスタント食品を好む 

○肉・魚・卵料理（動物性たんぱく質）の過剰摂取 

○食べたいものだけを食べる傾向 

※運動不足、肥満、脱水、喫煙、加齢、高血圧症、糖

　尿病などでも影響を起こすことあり。

中性脂肪／高LDLコレステロール／低HDLコレステロール

こんなひと工夫を！こんな食事に注意！

○揚げ物は「素揚げ＜から揚げ＜天ぷら」の順に油の

　吸油量に違いがあります！蒸し料理も含めて色々な

　調理法にチャレンジしましょう！

○野菜、海藻類、きのこ類に含まれるビタミン・ミネ

　ラルには、血糖値の急激な上昇や油脂の吸収を抑え

　たり栄養素の吸収を上げたりする効果があります！

　特に、海藻やきのこはサラダや酢の物にも活用を！

○果物は夜より朝。エネルギーとして蓄積しにくい！

○主食（米、めん類、パン類）ばかり食べる

○海藻類、きのこ類など食物繊維が少ない

○油脂の多い料理、脂身の多い料理などを好む

○菓子パンや和洋菓子を食べる頻度が多い

○果物の食べる量が多い（１人でりんご１個など）

○就寝１～２時間前の食事が多い（夕食・夜食など）

※運動不足、肥満、ストレス、遺伝、喫煙、加齢でも

　影響を起こすことあり。

血糖値／HbA1c

こんなひと工夫を！こんな食事に注意！

○糖質・脂質（主食、メインのおかず）の単品に片寄

　らないようにするのがポイント！

○同じ摂取量でも１日３食より２食の方が太りやすく、

　脂肪が作られやすい！３食決まった時間に食事を！

○これからの寒い季節は、栄養バランスが良く、野菜

　がたっぷり食べられる鍋料理がオススメ！

○食べ方として…

・野菜のおかずから箸を付ける

・時間をかけてゆっくりよく噛む

・「～ながら食い」をやめる

　本を読みながら、テレビを観ながら、など

○食事時間や回数が不規則（朝食を食べないなど）

○満腹になるまでお腹いっぱい食べる（特に夕食）

○主食同士の組合せ（ラーメン＋ライスなど）を好む

○甘い味付け（砂糖、みりん）の料理が多い

○清涼飲料水（炭酸飲料、糖分入コーヒー、ジュース）

　や菓子類を好む

○食事以外の間食や飲酒のボリュームが大きい

※運動不足、不規則な生活、ストレス、肥満、喫煙、　

　加齢、家庭環境や遺伝でも影響を起こすことあり。
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厚
沢
部
町
内
で
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
地
名
の
1
つ
は
、『
俄
虫（
が

む
し
）』で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
イ
ヌ
語
起
源
と
思
わ
れ
る
地
名

で
す
が
、意
外
に
も
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
。

　

『
カ
ム
イ
・
ウ
シ
』（
ク
マ
・
い
る

処
）と
い
う
解
釈
が
一
般
的
で
す

が
、ア
イ
ヌ
語
地
名
研
究
で
著
名

な
山
田
秀
三
は「
熊
の
場
合
、ウ
シ

で
呼
ん
だ
ろ
う
か
疑
義
は
あ
る

が
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
語
の『
ウ
シ
』は『
〇
〇

が
あ
る
と
こ
ろ
』と
い
う
よ
う
な

意
味
で
す
が
、カ
ム
イ
を
ウ
シ
と

す
る
類
例
が
見
当
た
ら
な
い
た
め

こ
の
よ
う
に
疑
問
を
呈
し
た
わ
け

で
す
。

　

な
お
、『
カ
ム
イ
』と
い
う
の
は

必
ず
し
も
ク
マ
に
限
ら
ず
、本
来

は『
神
』を
意
味
す
る
単
語
で
す
。

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は『
コ
タ
ン
・
コ

ロ
・
カ
ム
イ
』（
村
・
守
る
・
神
）で
す

し
、ク
マ
は『
キ
ム
ン
・
カ
ム
イ
』

（
山
・
神
）で
す
。

　

　

も
と
も
と
、『
俄
虫
』は
安
野
呂

川
下
流
か
ら
厚
沢
部
川
と
の
合
流

点
あ
た
り
ま
で
を
指
す
地
名
で
、

今
の
上
里
を
中
心
と
し
た
地
名
で

す
。明
治
に
は
本
町
や
新
町
を『
下

俄
虫
』、上
里
を『
上
俄
虫
』と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
た
が
っ

て
、俄
虫
と
い
う
地
名
は
今
の
上

里
の
ど
こ
か
を
指
し
て『
俄
虫
』と

読
ん
だ
の
が
地
域
全
体
を
指
す
地

名
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
号
で
は
、も
と
も
と
の『
俄

虫
』は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
を
探
り

ま
す
。【

学
芸
員　

石
井　

淳
平
】

『

相

対

的

貧

困

』
と

は

　

厚
生
労
働
省
が
2
0
1
4
年
に

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、『
子
ど
も

の
貧
困
率
』は　

．3
％（
相
対
的

16

貧
困
率
）で
、お
よ
そ
6
人
に
1

人
、約
3
2
5
万
人
の
子
ど
も
達

が
貧
困
状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で『
相
対
的
貧
困
』と
は
ど

う
い
う
こ
と
を
指
す
か
と
い
い
ま

す
と
、『
社
会
の
標
準
的
な
所
得
の

半
分
以
下
の
所
得
し
か
な
い
世

帯
』の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。世
帯
収

入
で
い
う
と
、『
2
人
世
帯
で
あ
れ

ば
1
7
7
万
円
、3
人
世
帯
で
2

1
7
万
円
、4
人
世
帯
で
2
5
0

万
円
を
下
回
る
世
帯
』を
指
し
ま

す
。

　

そ
し
て
、子
ど
も
の
貧
困
問
題

に
目
を
向
け
る
と
、食
事
の
問
題
、

教
育
の
問
題
が
真
っ
先
に
思
い
浮

か
ぶ
か
と
思
い
ま
す
。あ
る
い
は
、

親
か
ら
の
虐
待（
肉
体
的
虐
待
に

限
り
ま
せ
ん
）な
ど
も
考
え
ら
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
で
あ
る
が
故
に
、
自
分

自
身
が
抱
え
て
い
る
貧
困
問
題
を

周
囲
に
発
信
で
き
な
い
で
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。ま
し
て
、子
ど
も
が
自
分
自
身

で
役
場
に
相
談
、あ
る
い
は
弁
護

士
に
相
談
と
い
う
こ
と
は
よ
り
一

層
困
難
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
子
ど

も
の
貧
困
問
題
は
、な
か
な
か
表

面
化
さ
れ
な
い
社
会
問
題
な
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

『

子

ど

も

食

堂

』
と

は

　

こ
こ
最
近
、『
子
ど
も
食
堂
』
と

い
う
運
動
・
活
動
を
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
目
や
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
運
動
・
活
動

を
通
じ
て
、
子
ど
も
が
抱
え
て
い

る
問
題
を
、子
ど
も
自
身
が
周
囲

に
発
信
す
る
機
会
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
そ
の
問
題
を
受
け

取
っ
た
大
人
が
、
役
場
や
弁
護
士

に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら

ば
、「
子
ど
も
の
貧
困
問
題
を
解
決

法
テ
ラ
ス
江

法
テ
ラ
ス
江
差差
通
信
通
信

子
ど
も
の
貧
困
問
題

で
き
る
１
つ
の
方
法
に
な
り
得
る

の
で
は
な
い
か
」と
も
思
い
ま
す
。

　

全
て
の
問
題
を
弁
護
士
が
解
決

で
き
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

弁
護
士
も
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ

い
て
専
門
家
と
連
携
し
て
い
く
取

り
組
み
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

も
し
皆
さ
ん
の
身
近
な
こ
と
で

何
か
お
困
り
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ま
ず

は
お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
事
前
に
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、土
日
の
ご

相
談
に
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

0
5
0
‐
3
3
8
3
‐
5
5
6
3
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士　

米
山　

清
貴
】

あ
っ
さ

あ
っ
さ
ぶぶ
文
化
財

文
化
財
情
報
情
報

ほ
ん
と
う
の
『
俄
虫
』

61
▼
債
務
整
理
・
後
見
制
度
・
離
婚
手
続

　

き
・
相
続
な
ど
に
関
す
る
ご
相
談
は

　

法
テ
ラ
ス
江
差
事
務
所
へ
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

太鼓山から眺める上里（上俄虫）集太鼓山から眺める上里（上俄虫）集落落

Vol.
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檜
山
南
部
地
域
で
は
こ
こ
数
年

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

の
新
た
な
発
生
圃
場
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
は
種
芋
の
生
産
に
お
い
て

特
に
問
題
に
な
り
ま
す
。種
芋
に

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

が
付
着
し
て
い
た
場
合
、そ
の
種

芋
を
植
え
た
畑
で
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ

シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
ま
ん
延
し

て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
た
め
、ジ
ャ

ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
一

度
発
生
す
る
と
、字
単
位
で
種
芋

の
作
付
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。『
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
』は

食
用
だ
け
で
な
く
、半
分
が
種
芋

で
す
。種
芋
の
生
産
を
い
つ
ま
で

も
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
徹
底
し

た
対
策
が
必
要
で
す
。

　

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
冬

の
間
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
の
土
壌
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。検
診
は
土
を
完
全
に
乾
燥

さ
せ
て
か
ら
オ
ー
ブ
ン
で　

時
間

48

加
熱
後
、顕
微
鏡
で
観
察
し
ま
す
。

　

ダ
イ
ズ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
や

雑
草
の
種
子
な
ど
外
見
の
似
た
も

の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
が

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

の
シ
ス
ト
を
見
落
と
さ
な
い
よ
う

に
慎
重
に
確
認
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
時
間
が
か
か
る
作

業
に
な
る
の
で
、春
、定
植
直
前
に

土
を
持
ち
込
ま
れ
て
も
す
ぐ
に
結

果
が
出
せ
ま
せ
ん
。雪
が
積
も
る

と
土
の
採
取
も
難
し
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、雪
が
積
も
る
前
、年
内

の
う
ち
に
持
ち
込
み
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
農
業
振
興
係　

田
中　

将
之
】

活
性
化
セ
ン
タ

活
性
化
セ
ン
タ
ーー
だ
よ
り

だ
よ
り

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
拡
散
防
止
の
た
め
に

農
業
委
員

農
業
委
員
会会
だ
よ
り

だ
よ
り

89

農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

検診に必要な土の量の目安（どんぶり１杯分検診に必要な土の量の目安（どんぶり１杯分））

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　
　

月　

日　

、農
業
委
員
会
は
、

10

20

（木）

町
や
関
係
機
関
と
の
合
同
に
よ
る

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
農
地
法
に

基
づ
い
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、町
内
全
農
地
を
対
象
に
巡

視
等
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、こ

の
日
は
去
年
か
ら
の
継
続
案
件
を

中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

去
年
か
ら
遊
休
農
地
の
解
消
に

取
り
組
ん
で
い
る
赤
沼
町
の
圃
場

を
巡
回
し
ま
し
た
が
、今
年
は
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
が
栽
培
さ
れ
て
い

て
、
順
調
に
農
地
へ
復
元
さ
れ
て

い
る
様
子
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
と
町
は
、
今
後
も

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、解
消
に

向
け
て
、日
頃
か
ら
監
視
や
指
導

等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
巡
回
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　
　

月　

日　

の
午
後
1
時
よ
り

12

16

（金）

役
場
第
1
会
議
室
で
農
業
者
年
金

巡
回
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
は
、主
に
受
給
の
手
続
き

に
関
す
る
も
の
で
、　

歳
未
満
の

65

農
業
者
年
金
受
給
予
定
者
等
を
対

象
に
行
い
ま
す
。

　

個
別
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、

対
象
と
な
る
方
は
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

☆
ご
不
明
な
点
は
、
農
業
委
員
会

　

事
務
局
（
☎
6
4
‐
3
3
1
4
）

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
業
者
年
金
、売
買
・
貸
借
・
相
続
な

　

ど
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、農
業
委

　

員
会
事
務
局（
緯
6
4
‐
3
3
1
4
）

　

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

遊休農地の解消が進む赤沼町の圃遊休農地の解消が進む赤沼町の圃場場

Vol.
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国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病国保病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯666666666666666666664444444444444444444464---------------------333333333333333333330000000000000000000033333333333333333333303666666666666666666666〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予診療予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院にご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

12月の外来診療

〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内〔無料送迎バスのご案内〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕

午前・・・   8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受  付
時  間

12月の外来診療

※診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院へ確認の上、受診してください。

午前・・・ 8時00分～11時30分（初診の人は9時00分～）
午後・・・13時00分～14時30分

受付
時間

　　　　★★★ 職員募集のお知らせ ★★★

　臨時および看護師職員、臨時看護助手を常時募集中！

　離職者でも、正職員として再就職可能です。

　詳しくは、総看護師長 中野へ【緯５２－００３６（内線２０２）】

　助産師、薬剤師、臨床工学技士も募集中！

　今後の職員試験実施予定日は12月10日と1月21日です。

　詳しくは、北海道病院管理室ＨＰで確認願います。

※担当医は曜日によって変更になる場合があります。
　事前に診療科へご確認ください。

道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病道立江差病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯5555555555555555555522222222222222222222--------------------00000000000000000000000000000000000000003333333333333333333352-003666666666666666666666〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定診療予定

休 診 日診 療 日診 療 科

土～日・祝祭日月曜日～金曜日
内 科
外 科

27日（火）・28日（水）
月・木～日・祝祭日

6日（火）・7日（水）
13日（火）・14日（水）
20日（火）・21日（水）
〔事前予約必要〕

眼 科

診 療 日診 療 科
午前　月～金曜日整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

循 環 器 内 科

午前　月～金曜日
午後　火曜日消 化 器 内 科

午前　金曜日（23日休診）
午後　木曜日呼 吸 器 内 科

午前　火～木曜日 （外科は9日のみ）総合診療(外科)

午前　月～金曜日 （午後の受診は要連絡）小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日泌 尿 器 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日精 神 科

午前　月曜日～金曜日産 婦 人 科

午前　6・7・14・15・20・21・28日
午後　14日のみ耳 鼻 咽 喉 科

午前　8・22日（予約以外は10時迄に受付）
午後　7.14.21日眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

終日　2・16日神 経 内 科

《
国
民
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
》

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
や
、障
害
・
遺
族
な
ど

事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

今
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

1
カ
月
1
6
，
2
6
0
円
で
す
。

　

納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、納
付
書
を
ご
用
意
の
上
、
お
近

く
の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
役
場
で
手
続
き
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、納
め
忘
れ
が
な

く
納
付
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
口

座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

《
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度
》

　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、平
成　

年
27

　

月
か
ら
平
成　

年
9
月
の
3
年

10

30

間
に
限
り
、過
去
5
年
分
ま
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で

年
金
額
が
増
え
た
り
、
納
付
し
た

期
間
が
不
足
し
て
年
金
を
受
給
で

き
な
か
っ
た
方
が
年
金
受
給
資
格

を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
5
7
0
‐
0

1
1
‐
0
5
0（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）」

ま
た
は「
函
館
年
金
事
務
所（
厚
生

年
金
徴
収
課
☎
0
1
3
8
‐
8
2
‐

8
0
0
3
、
国
民
年
金
課
☎
0
1

3
8
‐
5
6
‐
1
1
6
5
）へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
☆
ご
不
明
な
点
は
、
保
健
福
祉
課

　

住
民
年
金
係
へ
、
お
気
軽
に
ど

　

う
ぞ　

☎
6
4
‐
3
3
1
3

ね
ん
き

ね
ん
き
んん
講
座
講
座

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　国保病院と館・鶉地区を往復する無料送迎バスを　

下記のとおり運行していますので、ご利用ください。

　　　　　  停車場所　　　      　   出発時間
　　 ① 旧館診療所前　　　　　午前8時30分

　　 ② 館地域振興センター  午前8時30分過ぎ

　　 ③ 鶉学校前バス停　　　　午前8時50分

　　 ④ 鶉地区研修センター  午前8時50分過ぎ

　　 ⑤ 国保病院　　　　　　　午前9時10分
※帰路は利用者全員の診療が終わり次第出発します。

（帰路順：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

週２回（火・木曜日）運行日

行　

程
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図書館
新　書
情   報

お
す
す
め
図
書

　

今月の簡単レシピ

　カブとコーンの甘みが引き立ち、

自然なとろみも付きます。

　一緒に加えた野菜も食べやすく、

体がポカポカ温まる一品です。

カカカカカカカカカカブブブブブブブブブブ入入入入入入入入入入カブ入りりりりりりりりりりり

ココココココココココーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンススススススススススーーーーーーーーーーコーンスープププププププププププ

食改さんのコメン
ト

【材料】（4人分）

カブ　100g

玉ネギ　1/4個

万能ネギ　1本

だし汁　500ml

クリームコーン缶　150g

牛乳　80ml

塩　小さじ1/2

味噌　大さじ1/2

【作り方】

①カブと玉ネギは1cm角に切り、万能ネ

　ギはみじん切りにする。

②鍋にだし汁と玉ネギを入れて柔らか

　くなるまで煮る。

　カブとカブの葉を加えてさらに煮る。

③クリームコーン、牛乳、塩、味噌を加え

　て温める。

●　

月　

日　

、『
紅
葉
か
ん
さ
つ

10

23

（日）

会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
今
年
は
ち
ょ
う
ど
葉
が
色
づ
く

時
期
に
悪
天
候
が
続
き
十
分
な
日

射
が
な
か
っ
た
せ
い
か
教
育
林
の

紅
葉
の
具
合
は
イ
マ
イ
チ
と
い
っ

た
と
こ
ろ
。し
か
し
、
ド
ン
グ
リ
や

ク
リ
、マ
タ
タ
ビ
な
ど
木
の
実
の

な
り
は
良
く
、そ
ち
ら
に
目
を
奪

わ
れ
な
が
ら
の
散
策
と
な
り
ま
し

た
。
最
後
に
、様
々
な
色
の
落
葉
を

集
め
、
緑
～
黄
～
赤
～
茶
と
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
状
に
並
べ
て
み
ま
し

た
。
緑
か
ら
茶
色
へ
徐
々
に
葉
の

色
が
変
化
し
て
い
く
様
子
に
も
見

え
て
、
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。

●
次
回
1
月　

日　

は
、定
例
観

22

(日)

察
会『
冬
の
森
た
ん
け
ん（
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
歩
き
）』
を
開
催
し
ま
す
！

●
問
合
せ
先

   
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　
 　
　

☎
6
4
‐
3
3
1
8

つつ
ちち
は
し
自
然
観
察
教
育

は
し
自
然
観
察
教
育
林林

観観
察察
会
の
会
の
おお
知
ら
知
ら
せせ

エネルギー　　63kcal
たんぱく質　　2.7g
脂質　　　　　1.1g
炭水化物　　　11.2g
塩分　　　　　1.2g

モ
カ
と
幸
せ
の
コ
ー
ヒ
ー

（
刀
根 
里
衣 
著
）

　

小
説
家
志
望
の
青
年
。

　

日
常
に
疲
れ
、傷
つ
い
た
彼
の
前

に
突
然
現
れ
た
の
は
、白
く
て
小
さ

い
う
さ
ぎ
の
モ
カ
。

　

冷
え
切
っ
た
青
年
の
心
を
溶
か

し
、希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
過

去
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
の
は

…
。

　

モ
カ
が
作
る
思
い
や
り
た
っ
ぷ

り
の
ぽ
か
ぽ
か
コ
ー
ヒ
ー
。

　

心
も
ぽ
か
ぽ
か
温
ま
り
ま
す
。

　

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展

入
選
作
品
を
絵
本
化
。

 
1
年
も
あ
と
わ
ず
か
、今
年
の
終
わ
り
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

 　

月
と
い
え
ば
ク
リ
ス
マ
ス
。こ
の
時
期
に
ピ
ッ
タ
リ
な
本
を
ご
紹
介
！

１２

ル
ル
と
ラ
ラ
の

パ
ー
テ
ィ
ブ
ッ
ク

（
あ
ん
び
る 
や
す
こ 
著
）

　

原
作
本
に
登
場
し
た
可
愛
く
て

お
い
し
い
お
菓
子
や
、パ
ー
テ
ィ
か

ざ
り
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
！

　

お
呼
ば
れ
し
た
時
に
使
え
る
子

ど
も
に
伝
え
た
い
マ
ナ
ー
、こ
れ
に

盛
り
つ
け
れ
ば
も
っ
と
可
愛
く
な

る
、
そ
ん
な
お
す
す
め
グ
ッ
ズ
も
ご

紹
介
。

●
お
探
し
の
書
籍
や
雑
誌
、Ｄ
Ｖ

Ｄ
が
貸
出
中
の
場
合
は
、ご
予
約

を
ど
う
ぞ
！
図
書
館
職
員
へ
お
気

軽
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
！

●
問
合
せ
先　

図
書
館（
直
通
）

☎
6
4
‐
3
4
3
6

食生活
改　善
協議会

上側から茶、赤、黄、緑に
並べた木の葉のグラデー
ション！
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行行1122
 
＆＆

事事

おお

知知
らら
せせ

　

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、専

門
の
医
師
や
保
健
師
を
相
談
員
と

し
て
、次
の
と
お
り
精
神
保
健
相

談（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）を
開
設

し
ま
す
。相
談
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、　

月　

日　

午
前
中
迄
に

12

15

（木）

事
前
に
申
込
み
願
い
ま
す
。な
お
、

開
設
日
以
外
で
も
保
健
師
に
よ
る

相
談
は
随
時
対
応
し
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　
　

月　

日　
 

12

20

（火）

◆
時
間　
　

時
～　

時

15

16

◆
場
所　

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料　

無
料

◆
問
合
せ　

北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
　
　

☎
5
2
‐
1
0
5
3

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

◆
日
程　
　

月
7
日　

・　

日　

12

（水）

14

（水）

◆
時
間　
　

時
～　

時

10

12

◆
定
員　
　

名
20

◆
受
講
料　

各
2
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

各
実
施
日
前
日
迄

○
職
業
訓
練（
型
枠
施
工
科
）講
習

◆
日
程　

1
月
6
日　

～
（金）

　
　
　
　

3
月　

日　
21

（火）

◆
時
間　

9
時　

分
～　

時　

分

10

15

50

◆
定
員　
　

名
10

◆
受
講
料　

無
料（
但
し
、テ
キ
ス

　
　
　
　
　

ト
代
と
し
て
2
，0

　
　
　
　
　

0
0
円
程
度
必
要
）

◆
応
募
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
え

　
　
　
　
　
　

さ
し
に
入
学
願
書

　
　
　
　
　
　

の
応
募
書
類
を
提

　
　
　
　
　
　

出
し
て
く
だ
さ
い

◆
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に

　
　
　
　
　

求
職
申
込
み
を
行
っ

　
　
　
　
　

て
い
る
方

※
平
成　

年
度
に
受
講
し
た
方
は

27

受
講
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
締
切　
　

月　

日　

迄

12

20

（火）

江
差
町
文
化
会
館

○　

月
8
日　

12

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時

14

15

◆
初
回
運
転
者
講
習

　
　

時　

分
～　

時　

分

15

45

16

45

○　

月　

日　

12

20

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
　

時　

分
～　

時　

分

14

15

16

15

上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○　

月　

日　

12

22

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

『
全
道
一
斉
す
ず
ら
ん
無
料

法
律
相
談
』
開
催
の
お
知
ら
せ

運
転
免
許
更
新
時
講
習

　

北
海
道
弁
護
士
会
連
合
会
で
は

身
近
に
弁
護
士
が
い
な
い
地
区
の

皆
様
が
弁
護
士
に
相
談
で
き
る
機

会
と
し
て
『
全
道
一
斉
す
ず
ら
ん

無
料
法
律
相
談
』を
実
施
し
て
お

り
、厚
沢
部
町
で
は
次
の
日
程
で

開
設
さ
れ
ま
す
。

　

金
銭
や
不
動
産
、消
費
者
問
題

な
ど
、法
律
に
ま
つ
わ
る
ご
相
談

を
担
当
弁
護
士
が
無
料
で
お
受
け

し
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
関
す
る
一
切
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、日
頃
の

生
活
の
中
で
お
困
り
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、相
談
は
予
約
制
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、相
談
を
希
望
す

る
人
は
左
記
に
よ
り
事
前
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

　
　

月　

日　
　

時
～　

時

12

16

（金）
13

15

◆
場
所　

　

厚
沢
部
町
役
場（
第
2
会
議
室
）

◆
予
約
・
問
合
せ
先

　

役
場
総
務
政
策
課
住
民
運
動
係

　

☎
6
4
‐
3
3
1
1

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

檜
山
地
域
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

冬
の
交
通
安
全
運
動

　

交
通
安
全
を
自
ら
の
こ
と
と
捉

え
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
や
思
い

や
り
の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
主
体
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
重
点
推
進
事
項

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
！

②
凍
結
路
面
等
の
ス
リ
ッ
プ
に

　

よ
る
交
通
事
故
防
止
！

③
飲
酒
運
転
の
根
絶
！

年
末
年
始
の
休
業
に
つ
い
て

■
役
場

■
国
保
病
院

■
総
合
体
育
館

■
図
書
館
・
郷
土
資
料
館

○　

月　

日　

～
1
月
5
日　

12

31

（土）

（木）

■
う
ず
ら
温
泉

○　

月　

日　

12

30

（金）

　

日
帰
り
入
浴　

時
ま
で
営
業

19

　

レ
ス
ト
ラ
ン　

時
ま
で
営
業

14

○　

月　

日　

～
1
月
2
日　

12

31

（土）

（祝）

　

全
館
休
業

○
1
月
3
日　

～
通
常
営
業

（火）

■
館
地
区
憩
い
の
家 

○　

月　

日　
　

時
ま
で
営
業

12

31

（土）
16

○
1
月
1
日　
　

年
始
休
業

（祝）

○
1
月
2
日　

～
通
常
営
業

（祝）

『
厚
沢
部
町
の
病
院
・
医
療
を

考
え
よ
う
講
演
会
』
に
つ
い
て

　

「
町
に
病
院
を
残
し
た
い
」「
住

み
慣
れ
た
町
で
暮
ら
し
続
け
る
た

め
の
医
療
と
は
？
」
な
ど
厚
沢
部

町
の
医
療
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？
参
加
料
は
無
料
で
す
。

◆
日　

時　

　
　

月　

日　
　

時
～　

時

12

10

（土）
14

16

◆
場　

所　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
6
4
‐
3
3
1
9
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樺
樺

戸 籍 の 窓
（11月20日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－1）2,3781,2481,1301,162下地区

（－1）711359352340鶉地区

（±0）1,000521479480館地区

（－2）4,0892,1281,9611,982全　町

平成28年10月末日現在

館　町　嶋嵜　幸子さん（76歳）10/13

赤沼町　佐々木良子さん（71歳）10/21

美　和　福田　久雄さん（76歳）10/22

新　栄　佐藤　鐡雄さん（80歳）10/26

中　館　三浦　正裕さん（17歳）10/31

赤沼町　平山　三次さん（84歳）11/14

おくやみもうしあげます

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

2件今月の寄附件数

110,000円今月の寄附金額

20件
平成28年度
寄附件数累計

710,000円
平成28年度
寄付金額累計

5，690,000円前年度寄付金額

（11月20日申込分まで）

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

中
館
・
三
浦
明
美
さ
ん
か
ら

5
0
，0
0
0
円

　
●
―
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

　

函
館
市
・
大
窪
克
之
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

1
0
，0
0
0
円

おたんじょうおめでとう！

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日３０７連続

平成28年11月20日現在

 ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　
　12月31日（土）～1月5日（木）は正月休みのため受入れはできません。
　ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）　

赤沼町　大　口　 泰　河 くん  10/14
たいが

　  　 （広祐さん・美里さんの子）

 『飲酒運転をしない、
させない、許さない』 

▲厚沢部を応援してください！
　詳しくはホームページで
　http://www．town.

assabu.lg.jp 

いつまでもおしあわせに！

山　下　隆　介さん　鶉　町
須　田　紗耶歌さん　鶉　町樺

放送大学４月入学生の募集について
　放送大学とは、テレビ等の放送やインターネットで授業を行う通信制の
大学です。働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、
様々な目的で幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま、平成29年４月入学生を募集していますので、下記へお気軽に
お問合せください。

　●募集学生の種類　
  　【教養学部】
　　１）科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　　２）選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
　　３）全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）
  　【大学院】
　　１）修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　　２）修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）
　●出願期間　
　　平成28年12月１日（木）から平成29年３月20日（祝）
　　（インターネットでの出願も受け付けます）
　●資料請求（無料）・問合せ先
　　〒060-0817　札幌市北区北17条西８丁目（北海道大学構内）
　　放送大学北海道学習センター　TEL：011-736-6318
　　ホームページ　http://www.ouj.ac.jp

中　山　博　之さん　新　町
大　川　麻　美さん　新　町樺

電話番号病院名当番日

52-1070佐々木病院4日（日） 

52-0036道立江差病院11日（日） 

52-1366勤医協江差診療所18日（日） 

52-0036道立江差病院23日（祝） 

55-2017上ノ国診療所25日（日） 

62‐2331乙部町国保病院31日（土） 

休
日
当
番
医
に
つ
い
て

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

（
受
付
時
間
9
時
～　

時
）

17

Facebook「北海道・檜山の旅」について
　檜山振興局では、地域住民や旅行者向けに「Facebook（フェイスブック）」
を通じて、管内７町の季節の旬な情報や観光の話題を発信しています。
　Facebookにアカウント登録していない方も、PCやスマートフォンなどか
ら見ることが出来ます。是非一度ご覧の上「いいね！」をお願いします。
●Facebook（フェイスブック）                            　 ●QRコード
　https://www.facebook.com/hokkaido.hiyama
●問合せ先
　檜山振興局商工労働観光課観光振興係　TEL：52-6642
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平成28年12月号（第636号）

発行　厚沢部町総務政策課政策振興係

〒043-1113　檜山郡厚沢部町新町207番地

TEL 0139-64-3311　FAX 0139-67-2815

あととがきき
▼
第　

回
町
民
文
化
祭
を
取

54

材
し
、今
か
ら
６
年
前
、教
育

委
員
会
社
会
教
育
係
と
し
て

町
民
文
化
祭
を
担
当
し
て
い

た
頃
の
３
年
間
を
思
い
返
す
。

出
演
・
出
展
者
の
調
整
か
ら
物

品
手
配
、各
会
場
の
設
営
に
当

日
の
運
営
。そ
ん
な
激
務
の

日
々
の
集
大
成
が
芸
能
発
表

会
本
番
だ
っ
た
。1
年
間
の
成

果
発
表
を
前
に
自
信
と
不
安

が
交
錯
す
る
演
者
。裏
方
の
委

員
会
職
員
も
各
々
出
演
者
の

成
功
を
願
い
、調
和
の
と
れ
た

音
響
、顔
立
ち
や
衣
装
が
映
え

る
照
明
、ス
ム
ー
ズ
な
舞
台
転

換
と
す
べ
く
当
日
ま
で
の
準

備
を
再
確
認
。本
番
直
前
は
双

方
独
特
の
緊
張
感
に
包
ま
れ

る
。本
番
で
は
、す
っ
転
ん
で

し
ま
っ
た
踊
り
手
や
音
を
外

し
て
し
ま
っ
た
歌
い
手
、マ
イ

ク
を
入
れ
忘
れ
た
音
響
係
や

途
中
で
暗
く
し
て
し
ま
っ
た

照
明
係
な
ど
多
少
な
り
と
も

失
敗
は
あ
っ
た
。し
か
し
、本

番
に
向
け
一
生
懸
命
練
習
を

し
、最
後
ま
で
や
り
遂
げ
た
演

者
を
笑
う
者
は
い
な
か
っ
た
。

当
日
に
向
け
念
入
り
に
準
備

を
し
て
き
た
裏
方
を
責
め
る

者
も
い
な
か
っ
た
。出
演
者
と

裏
方
が
心
ひ
と
つ
に
最
後
ま

で
臨
め
ば
、観
衆
か
ら
は
拍
手

や
声
援
が
自
然
と
起
き
た
。

▼『
最
後
ま
で
諦
め
な
い
心
』

『
一
体
感
』。シ
ー
ズ
ン
前
の
下

馬
評
で
は
下
位
予
想
さ
れ
る

も
見
事
優
勝
し
た『
北
海
道
日

本
ハ
ム
』と『
北
海
道
コ
ン
サ

ド
ー
レ
』が
優
勝
の
要
因
に
挙

げ
ら
れ
た
言
葉
の
ひ
と
つ
。

▼『
心
』と『
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
』を
改
め
て
教
え
ら
れ

た
今
年
の
秋
だ
っ
た
。　

（
三
）

Ｈ　Ｐ◇http://www．town.assabu.lg.jp

E‐Mail◇info-soumu＠town.assabu.lg.jp

　

今
年
で
5
年
目
と
な
る『
奈
良
教
育
大
学
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
ス
タ
デ
ィ
』が
、　

月　

日　

か
ら　

月
5
日　

、3
班
編
成

10

27

（木）

11

（土）

で
行
わ
れ
、奈
良
教
育
大
学
生
計
6
人
が
当
町
を
訪
れ
た
。

　

滞
在
中
は
、農
家
宅
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
な
が
ら
、地
域

産
業
の
学
習
や
農
作
業
体
験
、地
元
産
食
材
活
用
の
提
案
、文
化

祭
や
館
小
放
課
後
子
ど
も
教
室
で
の
科
学
教
室
の
実
施
、郷
土

料
理
や
草
木
染
体
験
な
ど
様
々
な
活
動
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

び
、地
域
住
民
も
多
く
の
学
び
と
感
動
を
受
け
た
。

アウト
キャンパス
スタディ
inあっさぶ

奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈良良良良良良良良良良教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生がががががががががが学学学学学学学学学学びびびびびびびびびび奈良教育大学生が学び、、、、、、、、、、、
奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈良良良良良良良良良良教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生かかかかかかかかかからららららららららら学学学学学学学学学学奈良教育大学生から学ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

 時 
と

 間 
き

刻 む
を

『
人
生
は
自
分
で
切
り
拓
く
』

　
　

月　

日　

、函
館
空
港
に
降

10

27

（木）

り
立
っ
た
第
一
陣
の
4
人
は
、北

斗
市
に
あ
る
道
南
板
坂
産
業（
本

社
・
社
の
山
）へ
と
向
か
っ
た
。純

国
産
の
薪
と
お
が
く
ず
作
り
を
見

学
す
る
た
め
だ
。そ
こ
で
は
板
坂

阡
一
社
長
が
笑
顔
で
出
迎
え
て
く

れ
、仕
事
に
対
す
る
姿
勢
、こ
れ
ま

で
の
苦
悩
と
挑
戦
、今
後
の
夢
な

ど
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

　

「
た
く
さ
ん
の
出
会

い
、経
験
を
し
な
さ
い
。

い
つ
か
必
ず
た
め
に
な

る
」「
些
細
な
こ
と
で
も

自
分
で
考
え
工
夫
す
る

こ
と
」「
他
人
に
で
き
な

い
こ
と
。や
っ
て
い
な
い
こ
と
に

手
掛
け
み
て
。人
生
は
挑
戦
の
連

続
」「
も
う
い
い
や
と
妥
協
を
す
れ

ば
人
は
成
長
し
な
い
」「
み
な
さ
ん

は
若
い
。自
分
の
道
、人
生
は
信
念

を
持
っ
て
切
り
拓
い
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
」と
板
坂
さ
ん
。優
し
い
口

調
だ
が
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
に
は

人
生
の
年
輪
に
裏
付
け
ら
れ
た
重

み
が
あ
り
、私
も
含
め
、今
一
度
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
す
大
変
貴
重

な
時
間
と
な
っ
た
。

『
厚
沢
部
町
は
第
2
の
故
郷
』

　
　

月
1
日　

、
木
間
内
ふ
れ
あ

11

（火）

い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、学
生
主

催
の
『
謝
恩
会
』が
開
催
さ
れ
た
。

　

謝
恩
会
に
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
野
澤
夫
妻
、奈
良
夫
妻
、
野
村
夫

妻
、
外
﨑
一
家
の
ほ
か
、
土
橋
楽
し

い
理
科
実
験
教
室
主
宰
の
加
藤
先

生
や
渋
田
町
長
ら
を
招
待
。学
生

ら
が
調
理
し
た
料
理
を
囲
み
厚
沢

部
で
の
学
び
に
対
し
て
感
謝
の
気

持
ち
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

今
回
で
4
年
連
続
の

参
加
と
な
る
小
塚
さ
ん

は「
毎
回
新
し
い
出
会

い
と
地
域
の
方
に
迎
え

ら
れ
幸
せ
。働
く
厳
し

さ
を
厚
沢
部
農
業
で
経
験
し
た
の

で
教
員
と
し
て
も
頑
張
れ
ま
す
」

同
じ
く
4
回
目
の
青
木
さ
ん
は

「
今
年
も
厚
沢
部
に
帰
っ
て
こ
れ

ま
し
た
。奈
良
育
ち
の
私
で
す
が

厚
沢
部
町
は
第
2
の
故
郷
」
と
話

し
、
受
入
れ
側
の
野
澤
勝
晴
さ
ん

は
「
孫
み
た
い
で
可
愛
い
。
み
ん
な

の
成
長
や
毎
年
の
受
入
れ
が
楽
し

み
で
農
作
業
に
も
張
り
が
出
る
」

と
思
い
を
伝
え
、
笑
い
あ
り
涙
あ

り
の
素
敵
な
謝
恩
会
と
な
っ
た
。

▼

館小子ども教室で

▼板坂さんを囲んで

▼「お米大好き！厚沢
　部に来れて幸せ！」
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